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富
士
山
は
世
界
の
宝
！

去
る
九
月
、

イ
コ
モ
ス
文
化
的
景
観
委
員
会
委
員
５
名
を
招
い
て
、

「
富
士
山

世
界
文
化
遺
産
国
際
専
門
家
会
議

・
国
際
フ
オ
ー
ラ
ム
」
を
出
梨
県
で
開
催
し
ま

し
た
。

富
士
出
の
文
化
的
価
値
の
証
明
や
保
存
管
理
の
内
容
に
つ
い
て
海
外
専
門

家
か
ら
具
体
的
な
助
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

推
薦
書
原
案
の
作
成
に
向
け
て
大

変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
に
招
い
た
海
外
専
門
家
の
中
に

”富
士
山
は
神
に
刻
ま
れ
た
出
で

あ
る
“
と
表
現
し
た
方
が
い
ま
し
た
。
日
本
人
は
誰
も
が
富
士
出
に
対
し
て
特
別

な
感
情
を
抱
く
と
思
い
ま
す
が
、

海
外
の
方
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

で
き
ま
し
た
。

富
士
山
は
世
界
の
誰
も
が
価
値
を
認
め
る
世
界
の
宝
。

ま
さ
に
世
界
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。

◎
富
士
出
世
界
文
化
遺
産
国
際
専
門
家
会
議
・

国
際
フ
オ
ー
ラ
ム
を
開
催

◎
シ
リ
ー
ズ
「構
成
資
産
候
補
の
紹
介
」

『須
山
口
登
山
道
と
須
山
浅
間
神
社
』

◎
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
！
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富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
実
現
の
た
め

に
は
、

国
内
だ
け
で
な
く
、

海
外
も
含
め
た
多

く
の
専
門
家
の
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

理
解

を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
平
成

２０
年
に
引
き
続
き
、

国
際
専
門
家
会
議

・
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

海
外
か
ら
は
イ
コ
モ
ス
泉
）文
化
的
景
観
委
員

会
委
員
長
の
モ
ニ
カ

・
ル
エ
ン
ゴ
氏
を
は
じ
め

Ｓ
氏
を
招

へ
い
し
ま
し
た
。

国
際
専
門
家
会
議

で
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す

『富
士
山
』

に
貴
重
な
意
見
や
提
言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

同
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
４
０
０
名
の

聴
衆
が
参
加
し
、

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス

カ

ツ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
海
外
の
世
界
文
化
遺
産

の
事
例
や
保
存
管
理
の
方
策
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

な
お
、

こ
れ
に
先
立
ち
静
岡

・
山
梨
両
県
の

構
成
資
産
候
補

（静
岡
県
側
　
柿
田
川

・
大
鹿

窪
遺
跡

・
三
保
松
原

・
富
十
山
本
宮
浅
間
大
社

・

自
糸
ノ
滝
）
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
。

各
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
物
件
の
都

査
を
専
門
的
な
見
地
か
ら
行
な
う
。

（４
ベ
ー
ジ

「世
界
遺
産
用
語
解
説
」
参
照
）

(白熱した議論が展開された国際専門家会議》
(~5真は山梨県「ホテルマウント自士」)

く約400人の参加書を素めた国際フォーラム)
(写真は山梨県「勝山ふれあいセンター」〉

〈雷士UJの文化的価値をよく理解てきたと好評だつた現地調査〉(写真は富士山本宮浅間大社)

顕
著
な
普
遍
的
価
値

・
富
士
山
の

「類
ま
れ
な
自
然
美
」

が
、

「信
仰
の
対
象
」
「文
化
創
造

の
源
泉
」
の
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
お

り
、

こ
れ
を
基
に
富
士
山
の
頭
著

な
普
遍
的
価
値
を
説
明
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

評
価
基
準
の
適
用

，
評
価
基
準

（胡
）
の
文
化
遺
産

ヘ

の
適
用
は
可
能
で
あ
り
、

評
価
基

準

（ｉｌｉ
、

宙
）
に
追
加
す
る
こ
と

で
、

官
士
山
は
重
要
な
先
例
に
な

り
得
る
。

完
全
性

・
真
実
性

・
散
在
す
る
構
成
資
産
は
、

文
化
的

景
観
と
し
て
の
面
的
か

つ

一
体
的

な
も
の
と
し
て
範
囲
を
設
定
し
、

価
値
証
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

構
成
資
産

・
構
成
資
産
は
、

評
価
基
準
に
合
致

し
た
価
値
の
証
明
が
明
確

で
あ
る

も
の
に
限
る
べ
き
で
あ
る
。

演
習
場

・
富
士
山
の
景
観
を
保
全
す
る
た
め

に
は
、

演
習
場
は
緩
衝
地
帯
と
す

べ
き
で
あ
り
、

演
習
場

の
景
観
を

守
る
た
め
の
新
た
な
法
規
制
等
は

必
要
な
い
。

(参考 :評価基準)
(m)現 存するか消減しているかにかかわらす あ る文化的伝統又は文明の存在を伝承する物証として無二の存在 (少なくとも希有な存在)で ある。
(M)顕 者な普遍的価値を有する出来事 (行事) 生 きた伝統、思想、信llp、芸術的作品、あるいは文字的作品と直接または実質的関連がある。
(M)最 上級の自然現象 又 は 類 いまれな自然美 美 的価値を有する地域を包含する。



今
回
は
、

富
士
山
南
東
麓
の
「須
山
口
登
山
道
」
と
そ
の
起
点
と
な
っ
た
「須
山
浅
間
神
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

変
化
を
繰
り
返
す
登
山
道

須
山
口
登
山
道
を
は
じ
め
各
登
山
道
は
、

春
先
に
発
生
す
る
雪
代

（雪
崩
）
に
代
表
さ

れ
る
厳
し
い
富
士
山
の
自
然
の
影
響
を
受
け
、

何
度
も
修
復
さ
れ
た
り
付
け
替
え
ら
れ
た
り

し
ま
し
た
。

な
か
で
も
宝
永
４

（１
７
０
７
）

年
の
宝
永
噴
火
は
、

須
山
口
登
山
道
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

宝
永
噴
火
と
須
山
口
登
山
道

須
山
日
は
、

裾
野
市
北
部
の
須
山
浅
間
神

社
を
起
点
と
し
、

山
頂
部
の
駒
ヶ
岳
に
至
っ

た
登
山
道
で
す
。

古
く
は
正
治
２

（１
２
０
０
）
年
の

「末

代
証
拠
三
ヶ
所
立
会
証
文
」
に
、

高
国
大
宮
、

北
日
吉
田
と
と
も
に

「東
日
珠
山
」
の
名
前

が
見
え
ま
す
。

ま
た
、

京
都
聖
護
院
の
道
興

法
親
王
の
旅
行
記

「廻
国
雑
記
」
に
は
文
明

・８

（１
４
８
６
）
年
、

須
山
日
と
推
定
さ
れ

る

「す
は
ま
日
」
を
訪
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
、

中
世
後
半
に
は
登
山
道
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、

宝
永
４
（１
７
０
７
）年
、

当
時
の

須
山
日
の
真
下
で
宝
永
の
大
噴
火
が
発
生
し
、

登
山
道
の
中
間
部
分
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

加
え
て
安
永
５
（１
７
７
６
）

年
に
は
登
山
道
の
様
子
を
尋
ね
た
幕
府
に
対

し
、

須
山
村
組
頭
が

「登
山

（者
）
は
な
い
」

と
失
言
し
、　

一
時
登
山
道
復
興
の
必
要
性
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

失
言
を
取
り

消
し
て
幕
府
か
ら
登
山
道
の

一
つ
と
認
め
ら

れ
、

よ
う
や
く
安
永
９

（１
７
８
０
）
年
に

宝
永
山
の
北
側
を
迂
回
す
る
登
山
道
が
完
全

復
興
し
ま
し
た
。

富
士
山
頂
を
目
指
す
道
者
は
、

県
内
を
は

じ
め
伊
勢
、

房
総
半
島
、

江
戸
と
広
く
東
西

よ
り
集
ま
り
、

覚
政
１２

（１
８
０
０
）
年
の
富

士
山
の
御
縁
年
に
は
５
，３
９
８
人
の
登
山
者
を

集
め
ま
し
た
。

ま
た
、

万
延
元

（１
８
６
０
）

年
の
御
縁
年
に
は
、

道
者
の
獲
得
の
た
め
に

他
の
登
山
道
と
宣
伝
を
競
っ
た
様
子
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
機
関

の
発
達
と
須
山

田
登
山
道

こ
の
須
山
口
に
再
び
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
が
、

伴
野
佐
吉
に
よ
り
明
治
１６

（１
８
８
３
）

年
に
開
設
さ
れ
た
富
士
山
東
表
日

（現
在
の

御
殿
場
口
）
で
し
た
。

御
殿
場
日
は
須
山
口

の
二
合
八
勺
に
合
流
す
る
道
で
、

特
に
明
治

２２

（１
８
８
９
）
年
東
海
道
線

（現
在
の
御

殿
場
線
）
が
開
通
す
る
と
、

佐
野
駅

（現
在

の
裾
野
駅
）
か
ら
の
須
山
口
よ
り
も
、

御
殿

場
日
の
ほ
う
が
距
離
が
短
く
、

須
山
口
利
用

者
は
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

須
山

口
で
は
、

佐
野
駅
前
に
大
標
識
を
立
て
る
な

ど
、

登
山
者
の
誘
客
を
図
り
ま
し
た
が
、

明

治
４５

（１
９
１
２
）
年
、

富
士
山
東
部
の
裾

野
が
陸
軍
演
習
場
と
な
る
と
、

そ
の
中
を
通

る
須
山
日
は
通
行
自
体
が
困
難
に
な
り
、

わ

ず
か
に
村
山

倉
中士
宮
市
）
の
修
験
者

（法
印

さ
ん
）
が
昭
和
１５

（１
９
４
０
）
年
ご
ろ
ま

で
利
用
す
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

昭
和
４５

（・
９
７
０
）
年
の
富

士
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
な
ど
で
登
山
ス
タ

イ
ル
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

長
く
忘
れ
去

ら
れ
た
須
山
口
で
す
が
、

平
成
８

（１
９
９
６
）

年
、

須
山
口
登
山
道
保
存
会
が
発
足
し
、

翌

年
か
ら
平
成
１１

（１
９
９
９
）
年
に
か
け
て
、

須
山
浅
間
神
社
よ
り
富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

水
ヶ
塚
駐
車
場
を
経
て
宝
永
山
に
至
る

「須

山
口
登
山
歩
道
」
と
、

か
つ
て
の
須
山
口
を

利
用
し
た

「須
山
口
下
山
歩
道
」
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

須
山
浅
間
神
社

須
山
浅
間
神
社
は
社
伝
に
よ
れ
ば
日
本
武

尊
が
東
征
し
た
際
創
建
し
、

欽
明
天
皇
１８

（５
５
２
）
年
に
蘇
我
稲
目
が
再
興
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
え

ま
ユに

大
永
４

（１
５
２
４
）

年
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（裾
野
市
立

富
士
山
資
料
館
蔵
）
。

江
戸
時
代
後
半
、

神

社
と
１２
軒
の

「御
師
」
は
、

村
方
と
と
も
に

駒
ヶ
岳
の
銀
明
水
を
朝
廷
に
献
上
し
て
自
ら

の
権
威
付
け
に
利
用
し
た
り
、

須
山
口
に
お

け
る
道
者
案
内
の
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

現
在
境
内
に
２２
本
あ
る
樹
齢
４
０
０
～

５
０
０
年
以
上
と
さ
れ
る
杉
が
、

戦
国
時
代

以
降
の
須
山
浅
問
神
社
の
歴
史
を
物
語
り
、

厳
粛
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

須山口章山道関係図(明治22年 の状況)

須山口登山道一台目(現須山口下出歩道内)

須山浅間神社



富
士
山
の
文
化
的
価
値
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

様
々
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
活
動
の
一部
を
紹
介
し
ま
す
。

～
仁
川
（韓
国
）世
界
都
市
祝
典
編
～

８
月
７
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
１４
日
間
、

仁
川

世
界
都
市
祝
典
の
静
岡
県
ブ
ー
ス
で
富
士
山
の

世
界
遺
産
登
録
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
し
ま
し

た
。

会
場
で
は
富
士
山
の
大
型
パ
ネ
ル
が
韓
国

の
皆
様
を
お
出
迎
え
。

富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
記

念
撮
影
を
す
る
順
番
待
ち
の
長
い
列
が
で
き
ま

し
た
。

富
士
山
が

『信
仰
』
と

『
芸
術
』
と
い
う
観

点
か
ら
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
説
明
に
対
し
、

「富
士
山
の
美
し
さ
を

世
界
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
世
界
遺
産
に

な

っ
て
欲
し
い
。

が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
さ
れ
ま
し
た
。

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
２
時
間
の
韓
国
。

観

光
で
静
岡
県
を
訪
れ
る
方
も
多
く
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、

今
後
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

～
山
頂
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
編
～

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
Ｐ
Ｒ
す
る

最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
は
や
は
り
富
士
山
頂
！

と
い
う
こ
と
で
、

８
月
４
日
（火
）
静
岡
県
、

山
梨
県
合
同
で
富
士
山
山
頂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
意
ま
れ
、

す
ば
ら
し
い
御

来
光
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
の
世
界

に
通
じ
る
場
所
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
富
士

山
か
ら
の
御
来
光
。

思
わ
ず
仕
事
を
忘
れ
て
見

と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、

御
来
光
の
余
韻
に
浸
り
つ
つ
、

活
動

開
始
で
す
。

登
山
者
に
富
士
山
の
環
境
保
全
と

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
活
動
に
つ
い
て
啓
発

グ

ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

登
山
者
の
方
々
か
ら
は

「富
士
山
が
早
く
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
欲
し
い
！
」
と
い

う
熱
い
声
も
聞
か
れ
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
成

功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
　

ｉ

第
１
回
推
薦
書
原
案
検
討
会
議
を
開
催

第
８
号
で
紹
介
し
た
第
１
回
推
薦
書
原

案
検
討
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で

は
推
薦
書
原
案
の
策
定
に
向
け
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
開
催
日
／
７
月
１４
日
（火
）

■
参
加
者
／
検
討
会
議
委
員

文
化
庁
担
当
官

静
岡

・
山
梨
県
世
界
遺
産
担
当

■
概
要
／

①
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の
証
明
に
関
す
る

記
述
に
つ
い
て

②
顎
似
資
産
と
の
比
較
検
討
に
つ
い
て

（富
士
山
を
信
仰
　
芸
術
面
か
ら
似
て
い
る
山

と
比
較
し
、

富
士
山
の
価
値
を
検
討
す
る
）

③
富
士
山
の
歴
史
に
つ
い
て

④
完
全
性
及
び
真
実
性
の
記
述
に
つ
い
て

会

員
意
５

・
富
士
山
の
文
化
的
価
値
を
証
明
す
る
記

述
に
つ
い
て
抽
象
的
な
部
分
に
つ
い
て

は
海
外
専
門
家
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
写
真
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
。

・
類
似
資
産
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
信
仰

面
の
み
な
ら
ず
芸
術
面
の
比
較
も
実
施

す
べ
き
、

な
ど

◎世界遺産用語解説
「イコモス:国際記念物遺跡会議』
(COMOS/international Councl on Monuments and S tes)

文化選産保護に関わる国際的な非政府組織 (NGO)で す。文化遺産保護の原理、

方法論、科学技術の応用の研究を続けておリミユネスコの諮問機関として世界遺産登

録の憲査、モニタリングの活動を続けています。

世界文化遺産に推薦された資産の書面審査と現地調査を行い、その結果を世界遺産

委員会に報告します。イコモスの報告は世界遺産委員会の審議に大きな影書を及ぼし

ます。

トンガリロロ立公国 ナ ウルホエ山
ルアペフ山 ナ ウルホエ山などの火山を言む国立公園。1990年 に自然遺産として登録されましたが 山 域はマオリ族の信仰の対象ともなつており、

その文化的価値が評価され1093年 に新たに文化遺産に登録されました。 (このように両方に登録されているものを、複合遺産と呼びます。)

富士山と山容が似ており 信 仰の山でもあることから、比較研究の対象となつている世界遺産です。

【静岡県ブースでの脱明風景】

【山頂キヤンベーンの様子l

歓刺、璃配れ紙″腕い




